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　ハンドボール競技は前後半それぞれ 30 分、合計 60 分間で得点を争う競技である。その
ため、攻撃は対戦相手より 1 点でも多くの得点をあげることを最大の目的となる。つまり、
いかに確率良く得点を積み上げることができるかどうかが勝敗を決めるといっても過言では
ない。一方で、防御側は 1 点でも少ない失点に抑えることを目的としている。より確率の
高いシュートを打つためには、防御を突破し、ゴールに近い位置に侵入することやノーマー
クでシュートを打つことが必要となる。その過程で、1 対 1 などの個人プレー、ブロック、
クロスなどのコンビプレー、フォーメーションなどのチームプレーといった様々なプレーが
用いられる。ハンドボールでは、セットオフェンスにおいて 1 対 1 の突破が重要であると
いう報告が多い。水上ほか (1) は、セットオフェンスにおける均衡打破局面においては、1 人
で突破しようという動きが最も行われていると報告している。大西ほか (2) は、ゲームの得
点場面において、1 対 1 で突破してそのままノーマークシュートを打つか、もしくはそれを
補うヘルプディフェンスによってノーマークシュートの場面が作られることが多いと述べて
いる。また、河村ほか (3) は、1 対 1 からのシュートはシュート成功率が高いと述べている。
これらのことから、ハンドボールという競技において、1 対 1 での突破を成功させることが
試合の勝敗を大きく左右する要因となることが考えられる。
　また、ハンドボール競技においては 60 分間中、1 人でボールを持つ時間は最高で 2 分く
らいであり、ほとんどの時間がボールを持たない時間に費やされる。(4) そのため、チームの
成果はボールを持たないプレイヤーに大きく左右される可能性があり、「ボールを持たない
動き」はゲームを優勢に展開させるために重要な動きであるといえる。
　セットオフェンスは位置取り、きっかけ、展開、突破、シュートの 5 つの局面で構成される。(5)

位置取り、きっかけといった攻撃の準備段階の局面において、攻撃側の「ボールを持たない
動き」は行為的条件を基に、絶えず走ったり、止まったりすることによって、防御者の注意
を実際のボール保持者からそらし、それによって攻撃者の攻撃効果を援助することができ、
さらに有利な場所に動いてパスを受けることも可能にする。(6) これらのことから、位置取り、
きっかけ局面における攻撃側の「ボールを持たない動き」によって、相手の防御に対し有利
な状態で突破やシュートを打つ、あるいはシュートに至るまでに優勢に攻撃を展開すること
が可能になると考えられる。
　ヨアン・クンスト (7) は、技術・戦術が両翼で一致することで、バランスのとれた攻撃を
展開することが可能になり、右バックコートプレイヤー（以下 RB）に右利きを配置した場
合、ポジション特有の技術を習得しなければいけないと述べている。また、左利きのプレイ
ヤーがコートの右側でプレーする場合、ゴールが利き手側にあるため、右利きのプレイヤー
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に比べてゴールに対する角度が広く、より多くのシュートコースが選択できるという利点も
ある。つまり、右利き RB と左利き RB では、同じポジションでも違うプレーをしていると
考えられる。
　しかしながら、RB に着目して右利きと左利きのプレーを比較した研究はこれまでにない。
山田ら (8) は、RB の 1 対 1 の突破プレーについて、突破プレーをボール保持前、ボール保持
時に分類し、プレー結果との関係を分析し、右利き RB と左利き RB それぞれの特徴を個別
に明らかにしているが、右利き RB と左利き RB の比較は行っていない。利き手の違いがプ
レーの特徴として表れているかを実証することは、今後の有効な RB のプレーを検討するう
えでの基礎的資料となるであろう。また、RB の攻撃の特徴を明らかにすることは、RB と相
対するディフェンスプレイヤーをコーチングする際の有用な資料になるであろう。
　そこで本研究では、1 対 1 の突破プレーの局面の中で重要であると考えられる「ボールを
持たない動き」に着目し、右利き RB と左利き RB との間においてどのような差があるかを
把握する基礎的研究をすることを目的とした。

　2．方法

（1）ポジションの説明
　攻撃ポジションは、以下の図１に示すとおりである。

CB：センターバックプレイヤー
LB：レフトバックプレイヤー
RB：ライトバックプレイヤー
PV：ピヴォットプレイヤー
LW：レフトウィングプレイヤー
RW：ライトウィングプレイヤー

図 1　ハンドボール競技における主なポジション

（2）対象試合
　本研究では、平成 26 年度関東学生ハンドボール女子春季 1 部リーグの全試合（1 次リー
グ 28 試合、2 次リーグ 12 試合の合計 40 試合）の右バックポジションにおける 1 対 1 局面
を研究対象とした。標本数は右利きプレイヤー 175 シーン、左利きプレイヤー 142 シーン
であった。

（3）分析項目
　分析項目は RB の突破プレーに着目した研究（山田ら，2015）で設定された項目のうち、

「ボールを持たない動き」に関係する 5 項目とプレー結果の合計 6 項目を取り出し、分析を
行った。
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①位置取り
　ボール保持前のコート上の位置取りをコートの右半分をゴールを基準に a アウト、b 真ん
中、c インの 3 等分にして記録した。

図２　位置取り

②位置取りの高さ
　ボール保持前に位置取りをしている高さを以下の 3 つに分けて記録した。
a．6 ｍ～ 9 ｍ未満
b．9 ｍ以上～ 12 ｍ未満
c．12 ｍ以上

③スピード
　ボール保持前のスピードを以下の 4 つに分けて記録した。
a．ゆるやか（歩く程度）
b．中間（ジョグ程度）
c．トップスピード（ダッシュ）
d．止まっている（立ち止まっている）

④ディフェンスとの位置関係
　ボール保持前のディフェンスとの位置関係を以下の 3 つに分けて記録した。
a．利き手側ずれ
b．非利き手側ずれ
c．正面

　本研究での「ずれ」は、RB とゴールを結ぶ直線を基準に、RB から見てディフェンスがど
ちら側に位置するかという意味である。例えば、図 4 は右利き RB とディフェンスの位置関
係が非利き手側にずれている状態である。
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図３　右利き RB 非利き手側にずれ

⑤動き方のパターン
　ボール保持前の動き方のパターンを以下の 3 つに分けて記録した。

a. カーブ

図４　動き方のパターン（カーブ）

b. アーチ

図５　動き方のパターン（アーチ）

図６　動き方のパターン（直線的）

c. 直線的
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⑥プレー結果
　プレー結果については以下の 2 つに分けて記録した。
a．有効（シュート、相手ディフェンスの警告および退場、7 ｍスロー獲得、アシストパス）
b．有効ではない（フリースロー、ボールの所有権を失うミス、相手ディフェンスにずれが
生じなかったパス）
　本研究では、得点ではなく突破プレーに焦点を当てている。そのため、得点したか、して
いないかに関わらずシュート、アシストパスは突破できた有効なプレーとして分析した。ア
シストパスは RB からのパスを受け取ったプレイヤーが有効なプレーをした場合を指す。

（4）データの記録
　試合のビデオを観察しながら、独自に作成した記録用紙にデータを記録した。

（5）データの処理方法
　各分析項目と利き手との関係を明らかにするためにカイ 2 乗検定と残差分析を行った。統
計処理の有意水準は 5％未満で検定を行った．。

　3．結果

（1）RB におけるボール保持前の位置取りと利き手の関係
　表 1 は RB の位置取りを右利きと左利きの RB の間で比較したものである。右利き RB、
左利き RB いずれも真ん中に位置を取ることが多く、ついでインに位置を取ることが多いこ
とが分かった。右利き RB は左利き RB に比べ、インが有意に高い値を示した。左利き RB
は右利き RB に比べ、真ん中が有意に高い値を示した。

表 1　ボール保持前の位置取り

（2）RB におけるボール保持前の位置取りの高さと利き手の関係
　表 2 は RB の位置取りの高さを右利きと左利きの RB の間で比較したものである。右利き
RB、左利き RB いずれも 12 ｍ以上の高さで位置を取ることが多く、ついで 9 ｍ～ 12 ｍ未
満の高さに位置を取ることが多いことが分かった。右利き RB は左利き RB に比べ、9 ｍ～
12 ｍ未満が有意に高い値を示した。左利き RB は右利き RB に比べ、12 ｍ以上が有意に高
い値を示した。
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表 2　位置取りの高さ

（3）RB におけるボール保持前のスピードと利き手の関係
　表 3 は RB のボール保持前のスピードを右利きと左利きの RB の間で比較したものである。
右利き RB は左利き RB に比べ、中間のスピードが有意に高い値を示した。左利き RB は右
利き RB に比べ、トップスピードが有意に高い値を示した。

表 3　ボール保持前のスピード

（4）RB におけるボール保持前のディフェンスとの位置関係と利き手の関係
　表 4 は RB のボール保持前のディフェンスとの位置関係を右利きと左利きの RB の間で比
較したものである。右利き RB は左利き RB に比べ、非利き手側にずれ、正面が有意に高い
値を示した。左利き RB は右利き RB に比べ、利き手側にずれが有意に高い値を示した。

表 4　ボール保持前の位置関係

（5）RB におけるボール保持前の動き方のパターンと利き手の関係
　表 5 は RB のボール保持前の動き方のパターンを右利きと左利きの RB の間で比較したも
のである。カイ 2 乗検定の結果、右利き RB と左利き RB の間に有意な差は認められなかった。
ボール保持前の動き方のパターンは利き手による差がないと考えられる。
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表 5　動き方のパターン

（6）プレー結果
　表 6 は RB のプレー結果を右利きと左利きの RB の間で比較したものである。右利き RB
は左利き RB に比べ、有効が有意に高い値を示した。左利き RB は右利き RB に比べ、有効
でないが有意に高い値を示した。

表 6　プレー結果

　4．考察

　本研究では、ボール保持前における位置取り、位置取りの高さ、スピード、ディフェンス
との位置関係について有意差が認められた。つまり、右ライトバックポジションにおいては、
利き手によって異なるプレーをしている可能性が示唆されたといえる。
　右利き RB は左利き RB に比べ、高い位置取りからスピードをつけた「ボールを持たない
動き」をすることが多いことから、左利き RB よりもカットインやディスタンスシュートを
狙う意識が強いと推察できる。一方で、右利き RB は、比較的ディフェンスと近い位置でス
ピードを抑えた「ボールを持たない動き」をすることが多いことから、より周りの状況を把
握してプレーしようとする意図があると推察できる。
　ディフェンスとの位置関係では、右利き RB はディフェンスが非利き手側や正面に位置す
ることが多く、左利き RB はディフェンスが利き手側にずれていることが多いことが明らか
になった。つまり、ディフェンスプレイヤーは RB の利き手に関わらず、ほぼ同じポジショ
ニングをしているといえる。RB が利き手によってプレーの特徴が違うため、ディフェンス
プレイヤーも RB の利き手に合わせたポジショニングをする必要性があると考えられる。
　一般的に言われる左利き RB の優位性は本研究のプレー結果では支持できなかった。本研
究の分析ではその要因に言及することはできないが、本研究で明らかになった利き手による

「ボールを持たない動き」の特徴や今後、ボール保持時のプレーも比較・分析し、RB の有効
な突破プレーを検討することが課題といえよう。
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　本研究では、RB の「ボールを持たない動き」に着目し、右利き RB と左利き RB との間
においてどのような差があるかを明らかにするために、平成 26 年度関東学生ハンドボール
女子春季 1 部リーグの全試合（1 次リーグ 28 試合，2 次リーグ 12 試合の合計 40 試合）の
右利きプレイヤー 175 シーン、左利きプレイヤー 142 シーンを対象に分析を行った。
　本研究の結果、以下の 5 点が明らかになった。
　（1）右利き RB は左利き RB に比べ、インに位置取りをすることが多く、左利き RB は真ん
中に位置取りすることが多い。
　（2）右利き RB は左利き RB に比べ、9 ｍ～ 12 ｍ未満の高さで位置取りすることが多く、
左利き RB は 12 ｍ以上の高さで位置取りすることが多い。
　（3）右利き RB は左利き RB に比べ、ボール保持前に中間のスピードでプレーしているこ
とが多く、左利き RB はトップスピードでプレーしていることが多い。
　（4）右利き RB は左利き RB に比べ、ボール保持前にディフェンスが非利き手側や正面に
位置することが多く、左利き RB は利き手側に位置することが多い。
　（5）右利き RB は左利き RB に比べ、有効なプレー結果を得ていることが多い。
　以上の結果から、右ライトバックポジションにおいて利き手によって「ボールを持たない
動き」に違いがあるが、対面するディフェンスプレイヤーは利き手の左右に関わらず、ほぼ
同様のプレーをしていることが示唆された。また、本研究の結果をもとに、RB の有効な突
破プレーを検討することが今後の課題といえよう。

謝辞
　本研究のデータ収集においては、水田亜莉沙さんにご協力いただきました。心からお礼を
申し上げます。

　5．まとめ

　参考文献

水上一・大西武三・河村レイ子（1984）：ハンドボール競技における戦術的研究―セッ
トオフェンスでの戦術―、筑波大学体育科学系運動学類運動学研究、1：43−49
大西武三・水上一・河村レイ子（1983）：現代スポーツコーチ実践講座 7 ハンドボール、
ぎょうせい、東京、110
河村レイ子・大西武三・水上一（1986）：ハンドボールの攻撃システムに関する研究
―右側ポジションでの利き手の違い―、筑波大学体育科学系運動学類運動学研究、2、
49−54
大西武三・佐藤靖（2001）：ハンドボールの授業、杉山重利・高橋健夫・園山和夫・
細江文利・本村清人編、新学習指導要領による高等学校体育の授業〈下巻〉、大修館
書店、東京、p.93
大西武三（1997）�：ハンドボールのゲームにおける局面の構成について、筑波大学体

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)



−135−

育科学系紀要、20: 95−103
G. シュティーラー、I. コンツァック、H. デブラー：唐木國彦監訳（1993）：ボールゲー
ム指導事典、大修館、東京
クンスト：中村一夫訳（1981）：ハンドボールの技術と戦術、ベースボールマガジン社、
東京、219
山田盛朗・山田永子（2016）：ハンドボール競技における右バックコートプレイヤー
の 1 対 1 の突破プレー―右利きと左利きの特徴に着目して―、いばらき健康・スポー
ツ科学、32：25−33

(6)

(7)

(8)




